
整理番号：岐阜県－３

重点取組名 安全・安心な果樹生産と産地の活性化

普及活動担当 岐阜県中濃地域農業改良普及センター
木曽正博、倉地良実、小畑紀雄
TEL:0574-25-3111、c24904@pref.gifu.lg.jp

主要な活動地域・ 美濃加茂市山之上地区
対象農業者 山之上果実農業協同組合（組合員：１５３名、カキ：２５ha・ナシ：３０ha）

美濃加茂市蜂屋地区
堂上蜂屋柿振興会（組合員：８３名、蜂屋柿：１０ｈａ（干し柿出荷量：3,141箱）

取組結果・成果 <取組みのねらい>
<取組みのねらい> 美濃加茂市山之上地区はカキとナシを中心とした、県下でも代表的な果樹産地であ

る。カキ産地として、ぎふクリーン農業栽培技術を取り入れた既存技術の見直しによ
る生産力増強と合わせて、選果場の整備による集・出荷体制の強化を図る。また、気
象変動に対応した高品質果実生産を推進する。
①山之上果実農業協同組合及び堂上蜂屋柿振興会が、ぎふクリーン農業生産登録へ向

けた合意形成を行い、平成１７年１２月２２日付で「ぎふクリーン農業」生産登録
が認証された。
ぎふクリーン農業生産登録面積

組 織 名 戸 数 面 積 ほ場区画数
山之上果実農業協同組合 １３０戸 ２５ｈａ ３０６カ所
堂上蜂屋柿振興会 ８３戸 １０ｈａ １４２カ所

②管理技術情報及び防除暦に準じた栽培が各生産者のもとで概ね実施され、果実組合
において共販量約８０ｔを達成することができた。

③県下の甘柿主要産地とともに 「柿産地構造改革支援基金造成事業」へ参加するこ、
ととなり、産地の発展へ向けた方向性を示すことができた。

④１年間を通したカメムシ発生予察が契機となり、果実組合研究部会員のカメムシ発
生消長に対する意識が高まった。また、年間を通した発生予察に対する組織体制が
整った。

連携機関、協議会 可茂地域農業振興協議会、岐阜県園芸特産振興会
等 ぎふクリーン農業推進事業、日本一かき王国推進事業

力強い果樹産地づくり推進事業

取組の特徴や取組 ①カキのぎふクリーン農業実証圃を設置し、薬剤代替技術（ハマキコンＮ、スカシバ
に際しての工夫 コン）の設置方法について研修会（５月12日）を実施した。

導入した性フェロモン剤の種類
名 称 対象害虫 効 果

ハマキコン－Ｎ チャハマキ 果実被害の軽減
チャノコカクモンハマキ

スカシバコン ヒメコスカシバ 枝基部への食入被害軽減
②安全・安心な果樹生産を推進するため各生産組織を対象に研修会及び研究会を実施

し、栽培記帳実施について意識啓蒙を図った。
③ぎふクリーン農業に対しての組合員の理解浸透を図るため、果実組合役員に対して

産地としての生産登録の必要性について訴えた。
④ぎふクリーン農業生産登録に向けた意識統一を図るため、両生産組合に対する研修

会を全生産者を対象に行った （蜂屋７月１３日、山之上８月２９日）。
⑤果樹研究部会の中でカメムシ類集合フェロモン剤の設置について支援を重ね、設置

箇所及び場所の選定に向けた助言を行った。
⑥新選果機の効率的な活用を進めるため、選果基準をもとにした目揃えが実施される

よう各生産者に対して支援を行った。
⑦関係機関（農林商工事務所、市など）と連携を図り 「柿産地構造改革支援基金造、

成事業」への参加に向けた誘導を果実組合役員に対して行った。
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